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目的：本調査は，富山県住民の新型コロナウイル
ス（SARS-CoV-2）に対する中和抗体保有状況を
調べ，今後の流行の可能性を推定し，感染予防に
役立てることを目的として実施した．

調査および検査方法：2022 年 7 月から10 月に，
県内住民 0～85 歳の合計 225 名について採血と予
防接種歴，罹患歴の調査を行った．

中和抗体価の測定は，「感染症流行予測調査事
業検査術式」[1] に準じて行った．被験血清を
DMEM 培養液で2.5 倍希釈し，56℃ 30 分間非働
化した後，その50 µL を96 穴マイクロプレート
上で2 段階希釈した．希釈血清それぞれに，100 
TCID50/50 µL となるように調製したSARS-CoV-2 
WK-521 株 50 µL を加えてよく混和し，37 ℃，1
時 間 の中 和 反 応 を行 っ た． 中 和 後，VeroE6/
TMPRSS2 細胞浮遊液 (1 × 105 細胞 /mL) を100  
µL ずつ加え，37℃，5％ CO2 の条件下で5 ～ 6 日
間培養した．細胞を固定後，クリスタルバイオ
レットで染色・観察し，ウイルス増殖を抑制した
最大血清希釈倍数を中和抗体価とした．各検体は
同時に2 穴ずつ測定した．SARS-CoV-2 は，国立
感染症研究所から分与され，当研究所において
VeroE6/TMPRSS2 細 胞 で1 代 継 代 後， さらに
Vero E6/TMPRSS2 細胞で1 代継代したものを使
用した．

結果および考察：新型コロナウイルスに対する抗
体保有率は79％（178/225）であり，2021 年度 [2]
の33％（72/221）から顕著に上昇した．図 1 に年

1．新川厚生センター，2．中部厚生センター，3．高岡厚生センター，4．砺波厚生センター，
5．富山市保健所，6．富山県厚生部健康対策室
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図 1．年齢群別の中和抗体保有率（2022 年度）

図 2．年齢群別のワクチン接種歴（2022 年度）

 
  図 3．年齢群別の中和抗体保有率（2021 年度）
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齢群別の抗体保有率を示した．年齢群別に見ると，
15 歳以上では91～100％と高い抗体保有率を示し
た．一方， 0 ～ 4 歳では23％，5 ～ 9 歳では28％，
10 ～ 14 歳では60％と，低い抗体保有率を示した．
年齢群別のワクチン接種率は，0 ～ 4 歳が0％，5
～ 9 歳が17％，10 ～ 14 歳が45％と低いのに対し，
15 歳以上では91％以上と高かった（図 2）．14 歳
以下で抗体保有率が低くなるのは，ワクチン未接
種者の割合が多いことが原因であると考えられた． 

表 1 に年齢群別およびワクチン接種歴別の抗体
保有率を示した．ワクチン接種歴別の抗体保有率
は，「接種歴なし」が18％（10/57），「接種済み」
が100％（147/147），「接種歴不明」が100％（6/6）
であった．なお，今回の調査では「1 回接種済み」
と回答した者はいなかった．

年齢群別およびワクチン接種歴別の抗体保有率
（表 1）を見ると，「接種歴なし」の中に抗体陽性
者が10 名（18%）存在した． これら10 名の新型
コロナウイルス罹患歴は，5 名は「あり」で，5
名は「なし」であった．罹患歴「なし」の抗体陽
性者 5 名は，新型コロナウイルスに不顕性感染し
た可能性が考えられた．

年齢群別の抗体保有率について，2021 年の富山
県の結果 [2]（図 3）と比較すると， 15 ～ 59 歳の
抗体保有率は，2021 年は22 ～ 52％と低かったの
に対し，91 ～ 100％と高かった．この違いの原因
は，2021 年の調査時期には，65 歳以上の高齢者
へのワクチン接種が優先的に行われていたため，
59 歳以下の年齢群では「接種歴なし」の割合が高
かった[2] のに対し，2022 年の調査時期には15 ～
59 歳以下の年齢群において「接種歴なし」の割合
が少なかった（図 2）ことによると考えられた．
一方，2021 年，2022 年において，14 歳以下，特
に9 歳以下の年齢群の抗体保有率が低い傾向は一

致していた． この原因は，これらの年齢群におい
て，ワクチン未接種者の割合が多いことが挙げら
れる．なお，新型コロナワクチンの標準的な接種
年齢は，接種が開始された当初は16 歳以上であ
り，2021 年 8 月に12 歳以上，2022 年 5 月に5 歳
以上，2022 年 10 月に生後 6 か月以上と，順次引
き下げられた[3]．

今回の調査では， 14 歳以下，特に0 ～ 9 歳の小
児における抗体保有率が低いことが示された．し
たがって，これらの集団は新型コロナウイルスに
感染するリスクが高いため，注意喚起が必要であ
る．

まとめ：今回の調査では，県民の抗体保有率は
79％であった．また，ワクチン接種が進んでいな
い14 歳以下では抗体保有率が低く，ワクチン接
種率が高い15 歳以上では抗体保有率が高いこと
が確認された．さらに，不顕性な自然感染をして
いる人がいることも推定された．新型コロナウイ
ルスに感染するリスクの高い抗体保有率の低い年
代や重症化しやすい年代に対して，引き続き注意
喚起が必要である．
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年年齢齢群群 抗抗体体保保有有者者数数//検検体体数数((抗抗体体保保有有率率))

（（歳歳））

  00～～44 66 // 2299 ((2211%%)) 00 // 00 -- 00 // 00 -- 00 // 00 -- 00 // 00 -- 11 // 11 ((110000%%)) 77 // 3300 ((2233%%))

  55～～99 11 // 1144 ((77%%)) 33 // 33 ((110000%%)) 00 // 00 -- 00 // 00 -- 00 // 00 -- 11 // 11 ((110000%%)) 55 // 1188 ((2288%%))

1100～～1144 33 // 1111 ((2277%%)) 77 // 77 ((110000%%)) 22 // 22 ((110000%%)) 00 // 00 -- 00 // 00 -- 00 // 00 -- 1122 // 2200 ((6600%%))

1155～～1199 00 // 11 ((00%%)) 22 // 22 ((110000%%)) 88 // 88 ((110000%%)) 00 // 00 -- 00 // 00 -- 00 // 00 -- 1100 // 1111 ((9911%%))

2200～～2299 00 // 00 -- 1144 // 1144 ((110000%%)) 2222 // 2222 ((110000%%)) 22 // 22 ((110000%%)) 22 // 22 ((110000%%)) 33 // 33 ((110000%%)) 4433 // 4433 ((110000%%))

3300～～3399 00 // 00 -- 1133 // 1133 ((110000%%)) 1155 // 1155 ((110000%%)) 00 // 00 -- 11 // 11 ((110000%%)) 22 // 22 ((110000%%)) 3311 // 3311 ((110000%%))

4400～～4499 00 // 00 -- 66 // 66 ((110000%%)) 1166 // 1166 ((110000%%)) 00 // 00 -- 22 // 22 ((110000%%)) 22 // 22 ((110000%%)) 2266 // 2266 ((110000%%))

5500～～5599 00 // 00 -- 00 // 00 -- 2200 // 2200 ((110000%%)) 00 // 00 -- 11 // 11 ((110000%%)) 22 // 22 ((110000%%)) 2233 // 2233 ((110000%%))

6600～～ 00 // 22 ((00%%)) 11 // 11 ((110000%%)) 1100 // 1100 ((110000%%)) 1100 // 1100 ((110000%%)) 00 // 00 -- 00 // 00 -- 2211 // 2233 ((9911%%))

合合計計 1100 // 5577 ((1188%%)) 4466 // 4466 ((110000%%)) 9933 // 9933 ((110000%%)) 1122 // 1122 ((110000%%)) 66 // 66 ((110000%%)) 1111 // 1111 ((110000%%)) 117788 // 222255 ((7799%%))

合合計計接接種種歴歴ななしし 22回回接接種種済済みみ 33回回接接種種済済みみ 44回回接接種種済済みみ 接接種種済済みみ((回回数数不不明明)) 接接種種歴歴不不明明

表 1．年齢群別およびワクチン接種歴別の中和抗体保有率
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